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※概要（Summary）： 

 細胞や試薬を含む微小液滴を用いた droplet 

microfluidics は，反応の高速化や効率化などの利点を

持つ．本研究では，その高い比界面積を利用して，光

熱効果とマランゴニ対流を用いた非接触界面流動制

御，並びに液滴コントロール技術の開発を行った．光

照射による界面張力勾配によって液滴の界面に流動

が発生し，液滴の移動が可能なことを示した． 

 
※実験（Experimental）： 

 光パターンをマイクロ流路内に照射するため，高速

大面積電子線描画装置，マスク・ウェーハ自動現像装

置群を用いて作製したクロムフォトマスクを，ブレー

ドダイサーを用いて 20 mm 角に切断して，縮小露光

光学系を有する顕微露光装置に設置することで任意

の光パターン照射を行った．また，マイクロ流路は光

リソグラフィ装置を用いて作製したシリコンウェハ

上の SU-8 に PDMS を型取りすることで作製した． 

 
※結果と考察（Results and Discussion）： 

図 1 に，光照射時の液滴の軌跡を示す．このとき，

液滴にはオレイン酸，連続相には水を用い，界面活性

剤に Tween20 を添加している．なお，加熱用の光に

は波長 635 nm の半導体レーザーを用い，吸収を高め

るための増感剤として Brilliant Blue FCF を 5 mM

加えている．光パターンを避けるように液滴が流れる

様子を観察できた．これは，高温部の低張力側に界面

流動が発生した結果であり，光熱マランゴニ効果によ

る液滴の光制御の実現を確認した． 

 

 
※その他・特記事項（Others）： 

今後は，液滴周囲のマランゴニ対流の計測と駆動力

の定量化を行い，適用範囲を明らかにしていく． 
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Fig. 1 Trajectories of droplet under patterned-light 

irradiation. 


